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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
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　児童虐待とは、本来、子どもを温かく見守るべき保護者が子どもの心と体を傷つけ、健やかな成長と人格の
形成に重大な影響を与える行為のことです。

虐待の種類と内容
虐待の種類

身体的虐待

性的虐待
ネグレクト
 （育児放棄）

心理的虐待

内　容
殴る、蹴る、ひきずり回す、投げ落とす、激しく揺さぶる、熱湯をかける、やけどを負わせる、溺れ
させる、タバコの火を押し付ける　など 
性行為の強要、ポルノグラフィの被写体にする　など 
家に閉じ込める、病気になっても受診しない、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車や家の中
に置き去りにする、保護者以外の同居人による虐待を放置する　など 
言葉による脅し（「死んでしまえ」など）、無視したり拒否的な態度、兄弟間での差別的扱い、子ど
もの目の前でＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）　など
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絶対、やっちゃダメ 

　乳幼児揺さぶられ症候群
　乳幼児揺さぶられ症候群とは、２歳くらい
までの乳幼児が、激しく揺さぶられたり、叩
かれたりすることで、頭蓋骨の内側に脳が何
度も打ちつけられ、脳や視神経などが傷つき
重い障害を引き起こしたり、死亡してしまう
ことです。
　子どもが泣き止まない時など、保護者がカ
ッとなり、我を忘れて子どもを激しく揺さぶ
ることなどによって発生するといわれていま
す。

▲人形を使ったイメージ

オレンジリボンには　
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

通告件数における年齢構成

乳幼児
　53.6%

小学生
　33.8%

中学生
　9.9%

高校生・その他
　　　2.6%
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